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１．課題設定の方針

　農林水産政策研究所は，農林水産省に置かれた研
究機関として，農林水産行政の推進に資するよう，
農林水産政策上の重要課題や政策展開の方向に対応
して研究を進めてきています。
　研究の推進に当たっては，毎年度，行政部局とも
密接な意見交換・調整を行った上，具体的な課題を
設定して行っていますが，この課題の設定に際して
は，①食料政策，農業政策，農村政策という制度・
施策の大きな枠組の検討等に資する，基盤的・先導
的研究の課題，②国際的な情勢を踏まえた農業政策
等の検討や国際交渉に資する課題，③「農林水産
業・地域の活力創造プラン」等を踏まえた行政部局
の政策立案に貢献が可能と考えられる分野の課題を
優先しています。
　このような考え方にたって，28年度は，①主要国
農業戦略研究，②食料サプライチェーン研究，③農
業・農村研究の３つの主要研究分野について，２で
ご説明する各課題を設定し，研究を進めることとし
ています。

（参考）平成27年度における主な研究成果
　27年度においても，主要研究分野ごとに課題を設
定し，研究を実施しました。主な成果については本
誌において順次御紹介してきたところですが，具体
的には，米国農業法やEU新共通農業政策の実施状
況など主要国・地域の農業情勢・政策について調査・
分析したほか，麦類，果実など品目別の状況を踏ま
えた国産品需要拡大の条件等の分析，加工・業務向
け野菜の新たな産地形成のための条件整理，企業が
農業分野で障害者の就労の場を作る際の課題等の分
析，木質バイオマス利用による森林管理や地域経済
への影響の定量的な分析等を行っています。また，
超高齢社会における食料品アクセス問題に関して28
年３月にシンポジウムを開催し，食料品アクセスの
現状について議論を深めるとともに，食生活や健康
との関係，食料品アクセス問題の解決策について探
りました。

２．平成28年度における具体的な研究課題

　28年度の具体的な研究課題は，表のとおりです。
以下，研究分野ごとにその内容についてご説明しま
す。
（１）主要国農業戦略研究
　主要国・地域の農業情勢や農業・貿易政策につい
ては，我が国の農業政策立案や国際交渉に資するよ
う，これまで継続的に調査・分析を行ってきまし
た。本年度も，プロジェクト研究として，EU，米
国，南米，ロシア，インド，中国，韓国，ASEAN
諸国など，我が国の農業政策立案や世界的な食料需
給の観点から重要な国・地域の農業・農政について，
農業支持政策等に関し横断的な比較にも配慮しなが
ら，調査・分析を行います。また，本研究所で開発
した「世界食料需給モデル」を用いて，世界の食料
需給の中長期的な見通しを行いつつ，将来の気候変
動が食料需給等に与える影響を分析します。
（２）食料サプライチェーン研究
　生産，流通，消費の各段階を通じた新たな価値創
造に向けた対応方策に関する研究や高齢化等が進展
する中での食料消費の動向等に関する研究を行って
おり，本年度は次の課題に取り組みます。
①　安定的かつ効率的な食料供給システムの構築に

関する研究
　安定的で効率的な食料供給システム構築のための
条件の解明等を目的とした研究を，26年度からプロ
ジェクト研究として行っています。本年度は，我が
国農林水産物の需要拡大に向けて，麦，野菜等の品
目ごとの課題や輸出拡大を進める上での課題を分析
するとともに，地理的表示保護制度を活用したブラ
ンド化の実態・課題の整理を行います。また，食料
品アクセス問題に関し，栄養摂取や健康状況への関
連を明らかにするとともに，市町村の対策とその効
果を分析します。
②　６次産業化等に関する研究
　６次産業化や農商工連携の取組について，高付加
価値化に成功している事例や加工・販売業者との連携
により生産者にも利益をもたらしている事例等を分析
し，その成功条件や課題・対応方策を整理します。
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（３）農業・農村研究
　農業生産構造や農村社会構造の動向に関して調
査・分析を行うとともに，農村の維持・再生のため
の方策や農業・農村の価値を踏まえた政策のあり方
の研究等を行っており，本年度は次の課題に取り組
みます。
①　人口減少・高齢化，新たな農業政策下における

農業生産構造の変化と農業生産主体のあり方に関
する研究

　人口減少や高齢化が進展し，また米政策の見直し
等新たな農業政策が進められる中で，農業生産主
体，農業生産，農村コミュニティ等の変化を総合的
に把握・分析する研究を，27年度からプロジェクト
研究として実施しています。本年度は，2015年農業
センサス結果等を活用してマクロ的な動向を分析す
るとともに，地域実例をもとに地域ごとの変化の実
態分析を行います。
②　都市住民等による農業・農村の価値・魅力の発

揮を支える多様な取組に関する研究
　都市に居住しながら行う農業・農村への支援活動
や，都市から農村への能動的な移住等について，農
業・農村の魅力と活動との関係や活動の継続性の分
析，地域経済への影響評価等を行い，取組の誘因や
効果，課題，支援方策を明らかにするための研究
を，本年度からプロジェクト研究として行います。
また，本研究では，バイオエネルギーなど農村の地
域資源の持続的活用に向けて，国際再生可能エネル
ギー機関との共同研究により，地域資源量の評価手
法の開発も行います。
③　障害者の農業分野での就労促進に関する研究
　近年，農業分野における障害者の就労が様々な形
態で進んでいますが，「中間的な就労の場」として
の農業をはじめ，農業分野における障害者就労の最
新の動向を把握するとともに，その課題や政策支援
の方向について明らかにします。

④　飼料用米生産の地域農業構造に与える影響分析
　戦略作物として生産拡大が進められている飼料米
について，地域ごとの取組の実態と農業構造への影
響を事例分析するとともに，地域における関係機関
の取組状況とその課題を整理します。

３．委託研究

　当研究所では，21年度から大学，シンクタンク等
の幅広い知見を利用して，新しい概念や視点を生み
出すための「農林水産政策科学研究委託事業」（委
託研究）を実施しています。本年度は，①国内外の
企業等による継続的な食育活動の効果及び有効な推
進施策のあり方に関する研究，②CSV（共通価値の
創造）の観点から見た国内外の食品企業の途上国等
での栄養改善事業の実態・評価を踏まえた継続的な
事業展開モデルの構築に関する研究，③農村地域内
外の企業やNPO等との連携による持続性の高い生
物多様性保全活動に関する分析及び政策支援のあり
方に関する研究，の３テーマについて，昨年度に引
き続き研究を実施します。また，本年度からの新た
なテーマとして，医療分野との連携による農業・農
村の活性化とその波及効果及び体系的政策支援のあ
り方に関する研究について，研究課題を公募して研
究を行うこととしています。

４．終わりに

　以上，本研究所の28年度の研究課題について御説
明して参りましたが，本研究所では，政策・学術に
貢献する成果をあげられるよう，研究員が，経済
学，法学，社会学など各々の専門知識を活かして研
究を進め，研究成果については，シンポジウム，研
究成果報告会，刊行物等を通じて，広く皆様にも内
容を提供して参りたいと考えております。今後と
も，皆様のご理解，ご協力をお願いする次第です。
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